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Germination and seeding test were performed on some native wild grass, with the aim of 

revegetation considering  local ecology. 
 

［研究目的及び経緯］ 

道路や公園、河川等の公共事業で生じる裸地は、浸

食防止や周辺環境や景観への配慮から早期緑化が求め

られるため、コストや入手のしやすさから外来牧草に

よる緑化が主流となっている。 

外来生物法等を背景に、公共事業で使用する緑化植

物についても地域生態系への配慮が求められており、

近年、一部ではススキ等の在来植物が利用されるよう

になってきている。しかし、国外由来の在来植物（中

国産のススキ等）が用いられ、日本に生育する系統と

の遺伝的かく乱が懸念されており、地域性緑化植物の

確保が課題となっている。そのため、国総研では望ま

しい種を選定するための地域性緑化植物リストを作成

するとともに、市場生産による供給が困難な種につい

ては事業者が自ら又は地域と連携して簡便に採取・生

産する手法の開発を目指している。 

表-1 緑化植物の位置づけ 

（H18 環境省・農水省・国交省による調査報告書） 

 

 [研究内容] 

 今年度は、在来植物（草本）による緑化に関する既

往資料等の収集・整理を行い、公園やのり面等に導入

する際の種選定の目安となる地域性緑化植物リストを

作成した。また、それらの種の発芽特性及び生育特性

を明らかにし、種子生産の可能性を検討するため、種

子を採取して発芽試験を行うとともに、プランターを

使用して播き出し実験を行った。 

［研究結果］ 

１．地域性緑化植物リストの作成 

関東地方において良好な植生を構成している二次草

原（ススキ型草地、シバ型草地等）と二次林の林床植

物の群落内の出現草種を抽出し、分類、自然分布、形

態、繁殖生態、開花期、結実期等の基本的な情報の他、

レッドリストの記載、花の美しさ等の観賞性、季語等

の文化的価値、生育特性、自然侵入促進工における出

現実績等を整理した地域性緑化植物リストを作成した。 

選定の手順は図-1 に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 植物リスト（200 種）選定 フロー 

 
群落構成種（α）の抽出 

 「日本植生誌 関東」より、二次草原（ススキ型・シバ型）、二次林床（コナラ林・

アカマツ林）における出現草種をリストアップ（リストアップ種は以下参照） 
 

除外植物の検討 
 以下に示す植物は、人々に親しまれる「地域性植物を用いた法面緑化」検討候補種

として、生態的影響や生育特性の観点より不適当と考えられるため、除外種とした。 

 

◆有害植物（周辺生態への悪影響や駆除困難性が報告されている種） 
◆有害植物（人体への深刻な悪影響が報告されている種） 
◆帰化植物・外来種             ◆既存緑化種 
◆園芸種の実績を多く有する種        ◆湿生植物 
◆低木類（樹高 1m 以上に成長するもの）    ◆タケ/ササ類 

林床草本のリストアップ種 
① 群集区分種  
② 群落区分種  
③ 下位単位区分種  
④ 群集標徴種および区分種  
⑤ 群団・オーダー標徴種  
⑥ クラス標徴種  
⑦ ススキクラスの種  
⑧ 随伴種  

二次草原のリストアップ種 
① 群集標徴種および区分種  
② 亜群集区分種  
③ 変群集区分種  
④ 亜変群集区分種  
⑤ ヤブツバキクラスの種  
⑥ ブナクラスの種  
⑦ 随伴種  
⑧ その他の種  

低優先植物（予備候補種）の検討 
多様な地域性植物を用いた緑化検討を行うため、以下に示す植物種については、個々

に検討を行い、適応性の高い植物種を緑化対象種として選定した。 

◆つる植物 
他の植物に悪影響を及ぼす旺盛な繁殖力が予想される種は、予備候補種として、当面

の植物リスト対象種からは除外した。 
◆近縁種 
 近縁種が数種リストアップされた場合は、より一般性の高い生育特性を有する種を優

先手的に選定した。 

植物リスト対象種の絞り込み 
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２．種子採取及び発芽試験 

リストの中から複数の群落において出現が確認さ

れ、文化的価値や鑑賞性、定着性等に優れた緑化植

物として有望と思われる 50 種について、採取場所、

時期、採取方法を検討し、今年度はそのうち 20 種に

ついて種子を採取した。（写真 1） 

 

写真 1 袋かけ及び種採取作業 

採取した種子は、綿毛の除去等の精選作業を行った

後、無処理及び種に応じた発芽処理（低温乾燥、低

温湿層）を行い、発芽試験を実施した。（写真 2） 

 

写真 2 発芽試験実施状況 

 発芽試験期間は、「依頼検査技術マニュアル」

（（独法）育苗管理センター）に準じ 28 日としたが、

期間終了後も経過観察したところ、発芽する種も見

られた。（図-2） 

 最終的には 7種については発芽が見られず、他

は発芽率 1～63％であった。発芽試験の結果は表-2

のとおりである。 

 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0 

1 

2 

3 

4 

5 

0 20 40 60 80 100 120 140

発
芽
個
体
数

（
個
）

経過日数

3-6 オカトラノオ(湿)

発
芽
率
％

発
芽

率
％

1/812/9 2/12

2014年 2015年  

図-2 発芽状況の例（オカトラノオ） 

３．撒き出し実験 

発芽実験結果を踏まえて播種量等の条件を変え、

国総研内温室においてプランターへの播きだし、モ

ニタリングを行っている。（写真 3） 

４．今後の課題 

 在来草本については発芽特性等についての既存知

見が少なく、データを積み重ねていく必要がある。 

 また、屋外での栽培についても検討していきたい。 

表-2 発芽試験結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3 撒き出し試験の状況 
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